
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
百
七
号

情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令

内
閣
は
、
情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
号
）
第
三
条
第
三
項
（
同

条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第

六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
条
第
一
項
の

規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
産
業
構
造
審
議
会
等
へ
の
諮
問
）

第
一
条
　
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

五
年
法
律
第
九
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三

条
第
三
項
の
機
関
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
産
業
構

造
審
議
会
及
び
情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議
会
と

す
る
。

２
　
法
第
三
条
第
一
項
の
電
子
計
算
機
利
用
高
度
化
計
画

（
以
下
「
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
に
当
た
つ
て

は
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
産
業
構
造
審
議
会
の
意
見
を

聴
く
も
の
と
し
、
総
務
大
臣
は
、
電
子
計
算
機
に
電
気

通
信
回
線
を
接
続
し
て
す
る
情
報
処
理
の
た
め
に
開
発

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
情
報
通
信
行

政
・
郵
政
行
政
審
議
会
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
規
定
は
、
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

（
法
第
八
条
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
情
報
処
理
に
関

す
る
法
律
の
規
定
）

第
二
条
　
法
第
八
条
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
情
報
処
理

に
関
す
る
法
律
の
規
定
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
六

十
八
条
の
二
及
び
第
百
六
十
八
条
の
三
の
規
定

二
　
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
十
一
条
か

ら
第
十
三
条
ま
で
の
規
定

（
受
験
手
数
料
）

第
三
条
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
受
験
手
数
料
の
額
は
、
七
千
五
百
円

と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
受
験
手
数
料
の
額
は
、
七
千
五
百
円
と
す
る
。

（
登
録
事
項
の
変
更
等
の
手
数
料
）

第
四
条
　
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
九
百
円
と
す
る
。

（
登
録
手
数
料
）

第
五
条
　
法
第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
一
万
七
百
円
と

す
る
。

（
保
険
料
率
）

第
六
条
　
法
第
三
十
七
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
率

（
次
項
に
お
い
て
「
保
険
料
率
」
と
い
う
。
）
は
、
保
証

を
し
た
借
入
れ
の
期
間
（
中
小
企
業
信
用
保
険
法
施
行

令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
五
十
号
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
借
入
れ
の
期
間
を
い
う
。
）
一
年
に

つ
き
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
二
百
六
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
普
通

保
険
及
び
同
法
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
無
担

保
保
険
（
次
項
に
お
い
て
「
無
担
保
保
険
」
と
い
う
。
）

に
あ
つ
て
は
〇
・
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
（
手
形
割
引
等
特

殊
保
証
（
同
令
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
手
形
割
引

等
特
殊
保
証
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

及
び
当
座
貸
越
し
特
殊
保
証
（
同
令
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
当
座
貸
越
し
特
殊
保
証
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
場
合
は
、
〇
・
三
五
パ
ー
セ

ン
ト
）
、
同
法
第
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別

小
口
保
険
に
あ
つ
て
は
〇
・
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
（
手
形

割
引
等
特
殊
保
証
及
び
当
座
貸
越
し
特
殊
保
証
の
場
合

は
、
〇
・
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
債
務
の
保
証
を
受
け

た
中
小
企
業
者
が
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
三
条
の
二

第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
要
件
を
備
え
て
い

る
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
無
担
保
保
険
の
保
険
関

係
に
つ
い
て
の
保
険
料
率
は
、
前
項
に
定
め
る
率
に
そ

れ
ぞ
れ
〇
・
〇
六
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
加
え
た
率
と
す

る
。

（
毎
事
業
年
度
に
お
い
て
国
庫
に
納
付
す
べ
き
額
の
算

定
方
法
）

第
七
条
　
法
第
五
十
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る

勘
定
に
お
け
る
法
第
五
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成

十
一
年
法
律
第
百
三
号
。
以
下
「
通
則
法
」
と
い
う
。
）

第
四
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
計
算
し
た
額
（
第
十
二
条
に
お
い
て
「
毎
事

業
年
度
に
お
い
て
国
庫
に
納
付
す
べ
き
額
」
と
い
う
。
）

は
、
通
則
法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
残
余
の

額
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
積
立
金
の
処
分
に
係
る
承
認
の
手
続
）

第
八
条
　
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
（
以
下

「
機
構
」
と
い
う
。
）
は
、
通
則
法
第
二
十
九
条
第
二
項

第
一
号
に
規
定
す
る
中
期
目
標
の
期
間
（
以
下
「
中
期

目
標
の
期
間
」
と
い
う
。
）
の
最
後
の
事
業
年
度
（
以

下
「
期
間
最
後
の
事
業
年
度
」
と
い
う
。
）
に
係
る
通

則
法
第
四
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

整
理
を
行
つ
た
後
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
積
立

金
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
額
に
相
当
す
る
金
額

の
全
部
又
は
一
部
を
法
第
五
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
当
該
中
期
目
標
の

期
間
の
次
の
中
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
財
源

に
充
て
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
承
認
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
、
当

該
次
の
中
期
目
標
の
期
間
の
最
初
の
事
業
年
度
の
六
月

三
十
日
ま
で
に
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受

け
よ
う
と
す
る
金
額

二
　
前
号
の
金
額
を
財
源
に
充
て
よ
う
と
す
る
業
務
の

内
容

２
　
前
項
の
承
認
申
請
書
に
は
、
当
該
期
間
最
後
の
事
業

年
度
の
事
業
年
度
末
の
貸
借
対
照
表
、
当
該
期
間
最
後

の
事
業
年
度
の
損
益
計
算
書
そ
の
他
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
庫
納
付
金
の
納
付
の
手
続
）

第
九
条
　
機
構
は
、
法
第
五
十
三
条
第
三
項
（
同
条
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る

残
余
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
規
定
に
よ
る
納
付
金
（
以

下
「
国
庫
納
付
金
」
と
い
う
。
）
の
計
算
書
に
、
当
該

期
間
最
後
の
事
業
年
度
の
事
業
年
度
末
の
貸
借
対
照

表
、
当
該
期
間
最
後
の
事
業
年
度
の
損
益
計
算
書
そ
の

他
の
当
該
国
庫
納
付
金
の
計
算
の
基
礎
を
明
ら
か
に
し

た
書
類
を
添
付
し
て
、
当
該
期
間
最
後
の
事
業
年
度
の

次
の
事
業
年
度
の
六
月
三
十
日
ま
で
に
、
こ
れ
を
経
済

産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

前
条
第
一
項
の
承
認
申
請
書
を
提
出
し
た
と
き
は
、
こ

れ
に
添
付
し
た
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
書
類
を
重
ね

て
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
国
庫
納
付
金
の
計
算
書

及
び
添
付
書
類
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な

く
、
当
該
国
庫
納
付
金
の
計
算
書
及
び
添
付
書
類
の
写

し
を
財
務
大
臣
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
国
庫
納
付
金
の
納
付
期
限
）

第
十
条
　
国
庫
納
付
金
は
、
当
該
期
間
最
後
の
事
業
年
度

の
次
の
事
業
年
度
の
七
月
十
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
国
庫
納
付
金
の
帰
属
す
る
会
計
）

第
十
一
条
　
国
庫
納
付
金
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
国
庫

納
付
金
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
会
計
に
帰

属
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
五
十
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
勘

定
に
お
け
る
国
庫
納
付
金
　
財
政
投
融
資
特
別
会
計

の
投
資
勘
定

二
　
法
第
五
十
二
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
業

務
に
係
る
勘
定
に
お
け
る
国
庫
納
付
金
　
一
般
会
計

（
毎
事
業
年
度
に
お
い
て
国
庫
に
納
付
す
べ
き
額
の
納

付
の
手
続
等
）

第
十
二
条
　
前
三
条
の
規
定
は
、
毎
事
業
年
度
に
お
い
て

国
庫
に
納
付
す
べ
き
額
を
国
庫
に
納
付
す
る
場
合
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
第
一

項
及
び
第
十
条
中
「
期
間
最
後
の
事
業
年
度
」
と
あ
る

の
は
、
「
事
業
年
度
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
四
六
年
三
月
三
一
日
政
令
第
六

九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
六
月
六
日
政
令
第
一
七

七
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
九
月
二
八
日
政
令
第
二

七
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
郵
政
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
の
施
行
の

日
（
昭
和
五
十
七
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
二
月
二
一
日
政
令
第
一

九
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
九
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
五
九
年
六
月
一
六
日
政
令
第
一

八
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
六
一
年
三
月
二
八
日
政
令
第
四

五
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
二
二
日
政
令
第
五
九

号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
二
四
日
政
令
第
七
七

号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
実
施
の
公
示
が
さ
れ
た
第
二

種
電
気
工
事
士
試
験
及
び
情
報
処
理
技
術
者
試
験
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
が
納
付
す
べ
き
手
数
料
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
二
四
日
政
令
第
六
七

号
）

（
施
行
期
日
）

1



１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
実
施
の
公
示
が
さ
れ
た
情
報

処
理
技
術
者
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
納
付
す
べ

き
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
一

一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日

（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
二
月
一
〇
日
政
令
第

四
九
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
六
年
一
月
五
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
か
ら
附
則
第
四
条
ま
で
の
規

定
は
公
布
の
日
か
ら
、
附
則
第
七
条
の
規
定
は
同
年
三

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
国
が
承
継
す
る
資
産
の
範
囲
等
）

第
二
条
　
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第

二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
承
継
す
る
資
産
は
、

経
済
産
業
大
臣
が
財
務
大
臣
に
協
議
し
て
定
め
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
承
継
す
る
資
産
は
、
一
般

会
計
に
帰
属
す
る
。

（
機
構
が
承
継
す
る
資
産
に
係
る
評
価
委
員
の
任
命
等
）

第
三
条
　
改
正
法
附
則
第
二
条
第
七
項
の
評
価
委
員
は
、

次
に
掲
げ
る
者
に
つ
き
経
済
産
業
大
臣
が
任
命
す
る
。

一
　
財
務
省
の
職
員
　
一
人

二
　
経
済
産
業
省
の
職
員
　
一
人

三
　
機
構
の
役
員
（
機
構
が
成
立
す
る
ま
で
の
間
は
、

機
構
に
係
る
通
則
法
第
十
五
条
第
一
項
の
設
立
委

員
）
　
一
人

四
　
学
識
経
験
の
あ
る
者
　
二
人

２
　
改
正
法
附
則
第
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
評
価

は
、
同
項
の
評
価
委
員
の
過
半
数
の
一
致
に
よ
る
も
の

と
す
る
。

３
　
改
正
法
附
則
第
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
に

関
す
る
庶
務
は
、
経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局
情
報

政
策
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

（
情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
の
解
散
の
登
記
の
嘱
託
等
）

第
四
条
　
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
情

報
処
理
振
興
事
業
協
会
が
解
散
し
た
と
き
は
、
経
済
産

業
大
臣
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
解
散
の
登
記
を
登
記
所

に
嘱
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
登
記
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
嘱
託
に
係
る
解
散

の
登
記
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
登
記
用
紙
を
閉
鎖
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
資
産
の
承
継
に
伴
う
出
資
金
の
取
扱
い
に
係
る
特
定

日
）

第
五
条
　
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る

日
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
と
す
る
。

（
承
継
業
務
を
行
う
期
限
等
）

第
六
条
　
改
正
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る

日
は
、
平
成
二
十
年
一
月
四
日
と
す
る
。

２
　
改
正
法
附
則
第
五
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
日

は
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
と
す
る
。

３
　
改
正
法
附
則
第
六
条
第
二
項
及
び
第
七
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
納
付
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に

規
定
す
る
残
余
財
産
の
額
を
財
政
投
融
資
特
別
会
計
の

投
資
勘
定
に
帰
属
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
地
域
事
業
出
資
業
務
勘
定
に
お
け
る
残
余
の
額
の
国

庫
納
付
）

第
七
条
　
改
正
法
附
則
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機

構
が
同
項
に
規
定
す
る
地
域
事
業
出
資
業
務
勘
定
の
経

理
を
行
う
場
合
に
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
情

報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
「
新

令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
中
「
法
第
二
十
一
条
第
一
号

に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
勘
定
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二

十
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
勘
定
及
び
情
報

処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下
「
改
正
法
」

と
い
う
。
）
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
事

業
出
資
業
務
勘
定
」
と
、
「
法
第
二
十
二
条
第
四
項
」

と
あ
る
の
は
「
改
正
法
附
則
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
二
十
二
条
第
四
項
」
と
、

新
令
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
条
第
一
項
（
新
令
第
八

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
中
「
同
条
第

五
項
」
と
あ
る
の
は
「
改
正
法
附
則
第
八
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
二
十
二
条
第
五

項
」
と
す
る
。

２
　
改
正
法
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
事
業

出
資
業
務
勘
定
に
お
け
る
国
庫
納
付
金
（
前
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
新
令
第
五
条
第
一
項
（
新
令

第
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定

す
る
国
庫
納
付
金
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
令
第

七
条
（
新
令
第
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
法
附
則
第
八
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
情
報
処
理
の

促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
残
余
の
額
を
産
業
投

資
特
別
会
計
産
業
投
資
勘
定
又
は
労
働
保
険
特
別
会
計

雇
用
勘
定
か
ら
の
出
資
金
の
額
に
応
じ
て
あ
ん
分
し
た

額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
財
政
投
融
資
特
別
会
計
の
投
資
勘
定

又
は
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
に
帰
属
さ
せ
る

も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
四
月
一
日
政
令
第
一
一

八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
二
月
二
九
日
政
令
第
四

〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一

部
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
〇
年
七
月
二
日
政
令
第
二
一

四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
年
七
月
四
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
二
月
二
八
日
政
令
第

四
四
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
実
施
の
公
示
が
さ
れ
た
情
報

処
理
技
術
者
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
納
付
す
べ

き
受
験
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
〇
月
一
九
日
政
令
第

三
三
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
及

び
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
四
月
三
〇
日
政
令
第
一
五

一
号
）

こ
の
政
令
は
、
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
五
月

十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
七
月
二
一
日
政
令
第
二
一

一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
七
月
二
十
六
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
実
施
の
公
示
が
さ
れ
た
情
報

処
理
技
術
者
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
納
付
す
べ

き
受
験
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正

後
の
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
二
月
一
六
日
政
令
第
三
二

号
）

こ
の
政
令
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
及
び
株
式
会

社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
五
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和

六
年
三
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

2


